植民地期台湾国鉄の戦時動員と輸送力増強 by 林 采成 et al.









































































































2,329万 1 千人， 7 億1,715万人キロという最高水準に達した。貨物輸送でも，財政の大膨張の
ため，軍需工業が進展し，一般産業も急激な振興を見ており，従来の糖，米の物流も価格騰貴
に伴って旺盛となり，1937年に687万 8 千トン， 7 億5,091万トンキロという「本島鉄道創始以
来の新記録」を示した。
戦前期における鉄道輸送の月別動向を見れば，春には 4 月を製糖最盛期として 6 月にかけて


















































































































日　本 朝　鮮 台　湾 樺　太
人キロ 増加率 指　数 人キロ 増加率 指　数 人キロ 増加率 指　数 人キロ 増加率 指　数
旅　客
1936 26,216 8.5 100 2,024 14.8 100 648 －2.7 100 49 5.2 100
1937 29,052 10.8 111 2,469 22.0 122 717 10.6 111 47 －4.1 96
1938 33,633 15.8 128 3,047 23.4 151 827 15.3 128 54 14.9 110
1939 41,671 23.9 159 4,174 37.0 206 924 11.7 143 62 14.8 127
貨　物
1936 16,297 11.7 100 2,225 14.5 100 721 12.9 100 52 12.4 100
1937 18,917 16.1 116 2,932 31.8 132 751 4.2 104 61 17.3 117
1938 21,907 15.8 134 3,356 14.5 151 847 12.8 117 71 16.4 137




1943年には838万 3 千トン，11億4,928万 6 千トンキロにも達した。
こうした輸送増加を帝国圏における他の国有鉄道と比較してみたのが表 1である。台湾国鉄
























投資が行われたことは否定できないが，資本ストックの増加率は 2 ‐ 3 ％に過ぎなかった。そ



















17）企画院「昭和十四年度交通電力動員実施計画綱領」企計日交 3 号，1939年 5 月24日（原朗・山崎志
郎編『初期物資動員計画資料　第 9 巻　1939年度』現代史料出版，1998年）；企画院「昭和十五年度











35年価格を基準として実質額化し，次のように Perpetual Inventory Method によって資本ストックを推計した。 
















































































































1940 国　鉄 1,032,000 926,000 106,000 10.3 1,222,711
1941
国　鉄 1,370,368 1,070,557 6,076 950 7,026 0.7 1,077,583 292,785 21.4 1,396,710 129.6
私　鉄 78,591 66,016 1,980 1,163 3,143 4.8 69,159 9,432 12.0
1942
国　鉄 1,525,557 1,255,306 12,528 25,502 38,030 3.0 1,293,336 232,221 15.2 1,407,297 108.8
私　鉄 78,075 70,656 3,072 1,440 4,512 6.4 75,168 2,907 3.7
1943
国　鉄 1,587,237 1,380,864 0 27,776 27,776 2.0 1,408,640 178,597 11.3 1,668,166 118.4




1940 国　鉄 1,036,000 962,000 74,000 7.1 903,978 94.0
1941
国　鉄 1,050,536 928,539 73,704 1,200 74,904 8.1 1,003,443 47,093 4.5 1,000,041 99.7
私　鉄 124,057 108,550 3,255 1,913 5,168 4.8 113,718 10,339 8.3
1942
国　鉄 1,143,029 1,003,276 30,100 10,214 40,314 4.0 1,043,590 99,439 8.7 1,126,755 108.0
私　鉄 125,090 114,259 9,088 1,269 10,357 9.1 124,616 474 0.4
1943
国　鉄 1,252,508 1,106,304 41,856 11,365 53,221 4.8 1,159,525 92,983 7.4 1,149,286 99.1
私　鉄 83,107 77,606 4,004 868 4,872 6.3 82,478 629 0.8
（出所）「昭和十六年度各鉄道旅客貨物輸送需給調整計画表」1941年 8 月30日（企画院「昭和十六年度交通動員実施計画
綱領」1941年 9 月 4 日［『開戦期物資動員計画資料　第 6 巻　昭和16年』現代史料出版］1999年）；「各年度交通動

























































（注）1935年以降客車の換算基準が変わったので， 1 日 1 キロ平均通過人員の1935年度増加率（1.28135）を利用し，1935
‐41年度の 1 日 1 キロ平均通過客車数と 1 列車平均連結客車数を1934年以前の基準に修正した22）。




































































































































れにもかかわらず，1942年 3 月頃，駅頭には砂糖の滞貨が41年度の約 6 倍，重要物資である石









































（出所）企画院「昭和十七年度交通動員実施計画綱領」1942年 6 月 9 日（『開戦期物資動員計画資料　第12巻　昭和17年』




















































































































































































































































































































































































































































33）1936年度基隆，高雄両駅の取扱貨物をみれば，基隆は発送73万 3 千トン，到着181万 3 千トン，合


























































建設工事 1,000 200 360 724 50
　　高雄臨港線 190 100 50
　　新高臨港線 625 100 260 624 50
　　花蓮港臨港線 100 50 100
　　その他 85
改良工事 4,306 1,920 15 7,490 5,009 992




　　停車場改良 422 300 600 621 160
　　通信施設 420 62
　　工場拡充 300 180 15 75 532 100
　　その他 1,108 40 415 160 20
自動車運輸事業 643 10 50 1,000 180
補　修 4,160 557 2,025 3,850
　　車　両 1,550 457 5 1,500
　　線路その他 2,610 13 2,020 2,350




































（A ＋ B － C）
1942
国　鉄
機関車 226 12 238
客　車 501 15 5 511
貨　車 5,833 391 43 6,267
私　鉄
機関車 67 14 1 80
客　車 276 29 6 299
貨　車 2,351 400 27 2,724
1943
国　鉄
機関車 245 6 251
客　車 518 518
貨　車 6,107 270 15 6,362
私　鉄
機関車 83 7 90
客　車 304 10 314











その結果，民族別労働力構成が戦前来の日本人と「台湾人」の比率が 6 ： 4 から1941年には










現在員 比　率新規増加 減耗拡充 計
職　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
技術者
甲
官 129 18 24 42 147 1.14
民 8 1 1 9 1.13
技術者
乙
官 388 35 47 82 423 1.09
民 51 4 4 55 1.08
技能者
官 5,351 42 495 537 5,393 1.01
民 1,436 83 34 117 1,519 1.06
労務者
官 7,027 243 679 20 475 6 1,154 26 7,706 263 1.10 1.08
民 5,295 58 616 4 150 766 4 5,911 62 1.12 1.07
管理事
務職員
官 386 33 33 386 1.00
民 174 5 5 174 1.00
下級事
務職員
官 845 169 107 49 107 49 845 169 1.00 1.00
民 466 6 13 3 13 3 466 6 1.00 1.00
合　計
官 14,126 412 774 20 1,181 55 1,955 75 14,900 432 1.05 1.05
民 7,430 64 704 4 202 3 906 7 8,134 68 1.09 1.06
計 21,556 476 1,478 24 1,383 58 2,861 82 23,034 500 1.07 1.05


































鉄道現業員教習所 本科及び別科等 4 ヶ月 ‐ 1 年 657 355 612 台　北
交通局鉄道工場
技工見習教習所
予科，本科 6 ヶ月， 2 年 80 193 46 台　北
鉄道病院看護婦養成所 2 年 15 28 10 台　北
台湾製糖会社養成所 運転科 1 年 50 50 50 屏　東




























53）運輸課＋運転課 → 業務課，建設改良課＋工務課 → 施設課，監督課＋自動車課 → 監理課。鉄道部
長満尾君亮「鉄道部機構の改正に就いて」『いしずゑ』1944年 1 月。
54）旅行係長藤井一二「決戦体制下の旅行輸送に就て」『台湾鉄道』1942年 1 月。
55）列車走行キロの構成は1941年に旅客48%，貨物45%，混合 7 % であったが，戦時陸運非常体制が実
施された42年に旅客45%，貨物48%，混合 7 % となって貨物列車キロ数が旅客より大きくなり，さら
























第 9 大隊の派遣を受けた。「船鉄一貫」的運用を図るため，同司令官は第 7 船舶輸送司令官を
兼任し，司令部の編成内には 2 つの鉄道輸送司令部および十数の停車場後方部および編成要員






























（出所）“U.S. had plan to take over Taiwan after World War II: historian,” Taiwan Times, February 23, 2018. ただし，
記事の作成は Central News Agency（or Focus Taiwan）によって行われた。
















































こともあり，鉄道橋への空襲は比較的少なくなった。とはいうものの，機関車は 1 日平均 1 両
という損耗を出し，これが鉄道工場の修理能力を凌駕したので，鉄道の杜絶が懸念された。そ



























































本　科 運輸科 65 50 165
運転科 200 200
保線科 35 35
専修科 駅員車掌科 180 180
信号操車科 120 120





計 1,410 100 1,510
（出所）図 7 と同じ。






































区　分 月　日 関係州方所在地 被害状況並びに数量
宜蘭駅 1 月 9 日，21日 台　北
事務所 1 棟大破，ガソリン車車庫 1 棟大破，跨線橋大破，スタン
ドパイプ倒壊，鉄管パイプ及びソケット破壊
斗南駅 1 月 9 日，15日 台　南
駅舎及び付属建物 1 棟半壊，駅工事事務所小破，駅構内売店 1 棟
小破，駅倉庫 1 棟半壊，日糖社線駅舎及付属建物 1 棟半壊，線路
1 ヵ所10m 破壊
新営駅 1 月 9 日 台　南 荷物取扱所及びホーム上家小破
東花蓮港駅 1 月 9 日 花蓮港 仮事務所大破
彰化駅 1 月15日 台　中 貨物積込ホーム 1 棟小破，駅官舎 3 棟小破，ポイント破損 1 連動装置鉄管 2 本破損，鉄道専用電話線全部切断
台中駅 1 月15日 台　中 機関車車庫屋根小破，鉄道専用電話線一部断線
高雄港駅 1 月15日 高　雄 鉄道官舎 5 棟半壊，補修用軌条50本切断
新埔駅 1 月15日 新　竹 付属倉庫 1 棟小破，鉄道専用電話線一部切断
基隆駅 1 月21日 台　北 八番線 S26号転轍器16号
嘉義駅 1 月21日 台　南 8 号転轍器 1 大破
鴬歌駅 1 月 3 日 新　竹 駅舎及び官舎各 1 棟小破
台東駅 1 月 3 日 台　東 駅舎及びガソリン倉庫各 1 棟全焼
台北鉄道工場 1 月 3 日 台　北 操重車倉庫周壁半壊，官舎 2 棟大破
線　路
1 月 3 日 台　北 山子脚駅構内線路30m 破壊
1 月 3 日 台　北 二結駅構内上り本線30m 破壊
1 月 3 日 台　東 台東駅構内 3 ヵ所96m 破壊
1 月 3 日 花蓮港 花蓮港駅構内 1 ヵ所170m 破壊
1 月 9 日 台　南 台南・車路墘駅間上り本線 1 ヵ所20m 破壊
1 月 9 日 台　南 林鳳営駅構内下り本線 1 ヵ所45m 破壊
1 月 9 日 台　北 羅東・冬山駅間線路 2 m 小破
1 月 9 日 花蓮港 東花蓮港駅構内線路250m 破壊
1 月 9 日 台　南 嘉義水上駅線路 1 ヵ所60m 破壊
1 月14日 台　南 嘉義飛行場引込線 3 ヵ所50m 破壊
1 月15日 台　中 彰化駅構内 1 ヵ所 4 本180m 破壊
1 月15日 台　中 台中駅構内 2 ヵ所 7 本屈曲
1 月15日 台　南 斗南駅構内日糖社線線路 1 ヵ所10m 破壊
1 月17日 新　竹 新竹海軍航空引込線80破壊
1 月21日 台　北 基隆駅構内 2 ヵ所80m 彎曲
1 月21日 台　北 宜蘭駅構内線路22m 破壊










区　分 月　日 関係州方所在地 被害状況並びに数量










車　両 1 月 3 日‐ 1 月21日







高雄港駅 2 月24日，27日 関係州庁及所在地 駅舎，各事務所及付属倉庫大破，駅構内ポイント 2 両大破
高雄駅 2 月19日 高雄市 機関車 1 棟小破
初音駅 2 月19日 高雄市 機関車 1 棟小破
鹿野駅 2 月19日 台東庁 給水タンク 2 基小破
日糖水景頭駅 2 月15日 台中州 揚水ポンプ 2 台大破
鉄　橋
2 月15日 台中州 第 1 茂子渓鉄橋橋桁 1 本20m 墜落
2 月15日 台南州 曽文渓鉄橋枕木数本飛散同復線工事中鉄橋橋脚 1 小破
線　路
2 月 3 日 屏東線 隘寮支線第 3 積場線路 1 ヵ所10m 飛散
2 月15日 本　線 曽文渓鉄橋南300m の地点線路 1 ヵ所50m 大破
2 月19日 高雄駅 構内引込線 3 ヵ所破壊
2 月19日 本　線 後壁駅南方600m 線路 1 ヵ所破壊
2 月 3 日 湾糖社線 屏東駅南側線路 1 ヵ所破壊
2 月19日 本　線 岡山駅北方200m 線路 1 ヵ所破壊
2 月20日 屏東線 竹田・潮州間線路 1 ヵ所破壊
2 月27日 高雄港駅 山下町陸橋下線路 6 箇所破壊
鉄道専用電話 2 月 2 日‐ 2 月26日 本線・屏東線
2 日台南・高雄間， 3 日新竹・台中間， 7 日屏東・西勢間，13日
嘉義・台南間，15日台中・台南間，18日高雄・台南間，26日嘉義・
台南間各切断
列　車 2 月 2 日‐ 2 月28日
本　線 旅客列車 1 列車，貨物列車 5 列車銃撃
宜蘭線 貨物列車 1 列車銃撃
屏東線 旅客列車 1 列車，貨物列車 1 列車銃撃
台中線 旅客列車 3 列車，貨物列車 1 列車銃撃
湾糖渓州線 貨客混用列車 1 列車銃撃
車　両 2 月 2 日‐ 2 月28日
機関車　大破15両（内，彎糖・日糖社線 2 両），中破16両，小破
16両（内，彎糖・日糖社線 4 両），焼損10両，計57両
客車　大破 5 両，中破 5 両（内，日糖社線 4 両），小破44両，計
54両
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区　分 月　日 関係州方所在地 被害状況並びに数量




自動車 2 月 2 日‐ 2 月28日
局営兼営自動車　大破 1 両，小破 1 両，全焼 1 両，計 3 両
貨物自動車　大破 4 両，中破 8 両，小破 4 両，全焼 6 両，半焼 1
両，計23両
乗合自動車　大破 1 両，小破 5 両，全焼 1 両，計 7 両
乗用車　全焼 1 両，半焼 1 両，計 2 両，合計35両
高雄港駅 3 月 4 日 高雄州 高雄鉄道工場 1 棟全焼
白川駅 3 月 5 日 花蓮港庁 構内給水タンク小破
高雄新駅 3 月11日 高雄州 第 1 ，第 2 ホーム及待合室小破
大肚駅 3 月11日 台中州 構内信号機破壊
台南駅 3 月12日 台南州 駅本屋及び付属建物各大破
民雄駅 3 月13日 台南州 構内転轍器破壊
中　崙 3 月16日 台北州 中崙局営バス修理工場小破
大山脚駅 3 月27日 新竹州 上家倉庫 1 棟大破
基隆駅 3 月31日 基隆市 貨物取扱所大破
線　路
3 月 1 日 高雄港駅 駅構内において線路20m 破壊
3 月 1 日 本　線 上下線共台南，三分子踏切破壊
3 月 3 日 日鉱社線 基隆市八斗子において 1 ヵ所埋没
3 月 3 日 台南駅 構内北側 4 個所破壊
3 月 5 日 宜蘭駅 宜蘭駅北方 2 キロにて線路 1 ヵ所破壊
3 月 5 日 本　線 曽大渓鉄橋南方100m 線路20m 彎曲
3 月 5 日 ■山駅 構内線路 2 箇所破壊
3 月 9 日 高雄市 岸壁裏引込線 5 ヵ所切断
3 月11日 高雄駅 構内線路 2 個所破壊
3 月12日 台南線 構内線路 5 ヵ所破壊
3 月16日 本　線 ■■■■駅間 1 ヵ所破壊
3 月18日 本　線 台南市東門町踏切にて上下線共 1 ヵ所60m 破壊
3 月20日 台南州 台南駅南方 1 キロ線路 1 ヵ所破壊
3 月25日 基隆市 基隆埠頭第12号岸壁引込線 1 ヵ所破壊
3 月26日 高雄市 高雄岸壁引込線 5 ヵ所各50m ないし100m 破壊
3 月28日 本　線 基隆・台北間基隆起点500m において線路50m 破壊
3 月29日 高雄市 高雄港第 4 岸壁引込線 2 個所10m 破壊
3 月31日 基隆市 基隆駅構内線路 3 個所各10m 破壊
列　車 3 月 1 日‐ 3 月31日
宜蘭線 4 結駅停車中の貨物列車銃撃手
宜蘭線 羅東・冬山駅間遂行中の貨物列車銃撃
本線（ 3 月27日） 新竹州北新竹駅停車中旅客列車銃撃
本線（ 3 月27日） 新竹州公司寮駅停車中の貨物列車銃撃
本線（ 3 月30日） 大肚駅南岸において貨物列車銃撃
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区　分 月　日 関係州方所在地 被害状況並びに数量
車　両 3 月 1 日‐ 3 月31日
機関車　大破 7 両（内，塩糖社線 1 両を含む），中破 3 両，小破
3 両（内，日糖社線 1 両を含む），計13両
客車　大破13両，中破 1 両，計14両
貨車　大破22両，小破23両，焼失 3 両，計48両
アルコール輸送車 1 両大破，民営乗合自動車 1 両小破
新営駅 4 月 2 日 台南州 駅舎小破，浦倉庫 4 棟全焼，倉庫 1 棟全焼
塩水港駅 4 月 3 日 台南州 駅舎半壊半焼，自動車倉庫 1 棟全焼
台南駅 4 月 7 日 台南州 駅舎半壊
彰化駅 4 月13日 台中州 駅付属倉庫 1 棟全壊
彰化駅 4 月18日 台中州 駅構内転轍器半壊，検車事務所半壊
花蓮港駅 4 月18日 花蓮港庁 駅舎事掌区事務室 2 半壊，検車事務所半壊




楊梅駅 4 月23日 新竹州 駅本屋 1 棟半壊，貨物倉庫 1 棟半壊，保線区結所 1 棟半壊，跨線橋小破
線　路
4 月 2 日 新営駅 構内線路 2 ヵ所切断
4 月 3 日 嘉義駅 構内線路上下並びに引込線全部切断
4 月 6 日 彰化駅 構内線路 3 ヵ所切断
4 月 7 日 台南南駅 構内線路 1 ヵ所破壊
4 月 7 日 台南南駅・車路墘間 線路 1 ヵ所切断
4 月12日 新竹駅・香山駅間 線路 4 ヵ所破壊
4 月12日 新竹市内湖 白糖社線路 1 ヵ所破壊
4 月15日 台北駅・上埠頭駅間 線路上下各 1 ヵ所15m 破壊
4 月16日 基隆駅・八堵駅間 線路 1 ヵ所20m 破壊
4 月16日 松山駅・樺山駅間 線路 1 ヵ所破壊
4 月18日 彰化駅 構内線路 1 ヵ所破壊
4 月18日 花蓮港駅 構内線路 2 ヵ所破壊
4 月23日 楊梅駅 構内線路 4 ヵ所破壊
4 月25日 台東線馬蘭駅 構内線路 2 ヵ所切断
4 月26日 淡水駅・竹囲駅間 線路 3 ヵ所破壊
4 月28日 高雄駅・旧城駅間 線路 1 ヵ所切断
4 月28日 屏東駅・六塊厝駅間 線路 1 ヵ所切断
車　両 4 月 1 日‐ 4 月30日
機関車　大破10両，中破 8 両，小破 6 両，計24両
客車　大破 6 両，中破 8 両，小破14両，計28両
貨車　焼火33両，大破101両，中破18両，小破36両，計188両
玉里駅 5 月 4 日 花蓮港庁 機関庫 1 棟，機械倉庫 3 棟，通信室 1 棟半壊
彰化駅 5 月 5 日 台中州 作業所 1 棟全壊，貨物 2 家中破
豊田駅 5 月16日 花蓮港庁 駅舎全壊
竹南駅 5 月17日 新竹州 構内跨線橋，信号所 2 棟小破
末広駅 5 月21日 花蓮港庁 構内ポイント 1 箇所破壊
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区　分 月　日 関係州方所在地 被害状況並びに数量
台北駅 5 月31日 台北市 待合室半壊，鉄道事務所倉庫 1 棟全壊
線　路
5 月 5 日 台中州 彰化駅構内線路 1 箇所40m 破壊
5 月 5 日 台中州 大肚駅構内線路 1 箇所40m 破壊
5 月 6 日 台北州 台北市新起町踏切附近線路200m 彎曲
5 月14日 台北州 淡水駅信号所前に於て線路10m 彎曲
5 月14日 台中州 彰化駅構内において上下線共破壊
5 月16日 台南州 新営駅構内上り本線 1 箇所切断
5 月17日 台中州 台中駅構内引込線 1 箇所40m 破壊
5 月17日 台中州 彰化駅構内引込線 3 個所破壊， 1 箇所彎曲
5 月17日 台中州 花壇駅構内線路20m 彎曲
5 月17日 新竹州 竹南駅構内引込線 4 個所破壊
5 月18日 台中州 二水駅構内線路 1 箇所破壊
5 月19日 台北州 基隆岸壁引込線 5 ヵ所破壊
5 月19日 新竹州 伯公岡駅構内線路上下線共破壊
5 月20日 新竹州 竹南駅構内線路 7 個所破壊
5 月30日 高雄州 高雄市田町駅構内において線路 1 箇所10m 破壊
5 月30日 花蓮港庁 鳳林駅構内において線路 1 箇所破壊
車　両 5 月 1 日‐ 5 月31日
機関車　大破 7 両（内私鉄 6 両），小破 5 両（内私鉄 2 両），計12
両（内私鉄 8 両）
客車　大破12両（内私鉄 5 両），小破13両，全焼14両（内私鉄 5
両），計39両（内私鉄10両）
貨車　大破96両（内私鉄 5 両），中破 9 両（内私鉄 1 両），小破21
両，全焼29両（内私鉄 5 両），計155両（内私鉄11両）
自動車　大破 3 両，小破 5 両，全焼 8 両，計16両
基隆駅 6 月17日 台北州 基隆駅機関庫 1 棟全焼
彰化駅 6 月19日 台中州 跨線橋大破
豊原駅 6 月21日 台中州 駅舎小破上屋倉庫 1 棟全焼
線　路
6 月 4 日 高雄州 高雄港駅構内200m 破壊
6 月16日 台北州 基隆駅構内線路 5 ヵ所破壊
6 月17日 台北州 基隆駅構内線路100m 破壊
6 月19日 台中州 大肚渓鉄橋上り線破壊
車　両 6 月 1 日‐ 6 月30日 本　線
機関車　大破 4 両，中破11両，小破 9 両，計24両
客車　中破 8 両，小破 3 両，計11両
貨車　大破63両，小破12両，計75両
玉里駅 7 月12日 花蓮港庁 駅舎，保線区区事務室，機関庫修理工場各半壊
線　路
7 月 7 日 甲南駅 坑内線路湾曲
7 月12日 玉里駅 構内線路300米破損
7 月14日 本　線 新州公司寮茅 1 トンネル附近線路150米彎曲
車　両 7 月12日 玉里駅 貨車 1 両中破
鉄　橋 8 月10日 新竹州 頭前渓鉄橋上下線各一個所破壊　下り線即日復旧
車　両 8 月12日 台北州 淡水駅において機関車 1 両中破，各車 1 両中破
（出所）台湾総督府警務局防空課「台湾空襲情況集計」1945年 1 月， 2 月， 3 月， 4 月， 5 月， 6 月， 7 月， 8 月。
